
型 枠 の 数 量 拾 い 表
型枠面積（㎡）＝1箇所の面積（部位ごとの式）×箇所数

工事名 作成日 年　　月　　日

図面 作成者

No. 部位 符号 長さ L
（m）

幅 W
（m）

高さ・せい
H（m） 箇所数 開口の控除

（㎡・1箇所）
型枠面積

1箇所（㎡）
型枠面積
計（㎡） 備考
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1箇所の型枠面積（㎡）は部位ごとに 壁（両面）＝(L×H−開口)×2／壁（片面）＝L×H−開口／スラブ＝L×W−開口／柱＝(L+W)×2×H／梁＝(W+H×2)×L（H はスラブが付く側ではスラブの厚さを引いた側面の高さ）／基礎梁・布基礎＝H×2×L で計算し、小数点
以下第2位に四捨五入します。開口の控除は1箇所の見付面積（片面）で、0.5㎡以下の開口は引きません（公共建築数量積算基準の考え方）。

無料のひな形と書き方：moekikozawa.com/apps/katawaku-calc/katawaku-suryo-hiroi/



壁のセパ・Pコン（目安）

No. 壁（符号） 長さ L
（m）

高さ H
（m）

横ピッチ
（mm）

縦ピッチ
（mm）

端あき
（mm） 箇所数 横の本数 縦の本数 開口で引く

本数（1箇所）
セパ 計
（本）
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セパの本数（1箇所）＝横の本数×縦の本数−開口の所で引く本数。横の本数＝切り捨て((L×1000−端あき×2)÷横ピッチ)＋1、縦も同じ。Pコン・フォームタイは両面で セパ×2。ピッチは側圧（打設の速さ・スランプ・気温・打ち上がりの高さ）と型枠の強度の計
算で決まります。ここでの値は目安です。

部位ごとの合計
部位 壁（両面） 壁（片面） スラブ 柱 梁 基礎梁 布基礎 合計

箇所数

型枠面積（㎡）

セパ（本） 　Pコン（個・両面） 　フォームタイ（本） 　

ロス率（％） 　コンパネ 3×6（910×1820） 　　　 枚 コンパネ 4×8（1220×2440） 　　　 枚

コンパネの枚数は 型枠面積×(1＋ロス率)÷1枚の面積（3×6＝1.6562㎡・4×8＝2.9768㎡）を切り上げた、新しく張る場合の目安です。転用の回数と割付の図で、実際に買う枚数は変わります。数量は図面・施工計画で確かめてから発注してください。

無料のひな形と書き方：moekikozawa.com/apps/katawaku-calc/katawaku-suryo-hiroi/


